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(論文内容の要旨)
本論文では,漸訳コ-パスからの機械翻訳知識自動構築法に焦点を当て,以下の

3点の課嶺について論じる.

1.対訳コ-パスからの知識凄得法の授案

2.自動獲得された知識の機械翻訳エンジン-の適用と翻訳品質の測定

3.細訳晶質を低下させる閏題点の指輪と解決法の提案

本論文の帝教はき第望,第3の課務に言及したところにある.すなわち,本論文で

は,対訳コ-パスから獲得した知識を用いて実際に機械翻訳を行うことにより,そ

の間潜点を指摘し,解決方法を操案する.

まず,第1の課緒に漸し,本論文では対訳文の階層的句アラインメント方法を提案

する.本論文で頗いた方式をも句対応スコアと呼ぶ構造類似性評細尺度を用い∫ア

ジェンダ申から最良の構文構造と対応鰐係を同時に決定する.その利点はまず,構

文解軒の暖昧性を対訳文の類似性を利用して解消することである.もう-つの利点

は,構文解析に失敗しても部分木の列を出力することである.このような方式を用

いることにより,従来法に比べ,精度を保持したまま約2倍の同等句を抽出するこ
とができた.

第2の課題に対しては,階層的句アライメントを大規模対訳コ-パスに適用し,

機械潮訳知識を自動構築し,実際の機械潮訳エンジンTDMTに組み込み,潮訳品

質を灘定する書潮訳知識中に太畳に含まれる冗長規則が誤訳や唾昧性増太の原因と

なることが判明したI冗長規則を排除することによ顎,自動構築した機械翻訳器妄も

ⅠIand-coded機械潮訳(手作業で作成した知識を剛､る機械潮郵の性能に近づくこ
とができるという緒諭を得た.

第･3の課韓に対してをもこつのアプロ-チを提案する. -つは,対訳コ-パス自

身に起因する問潜に焦点を当て,それを知識獲得の前処理的に解決する方法であり牙

二つの知識構築法を提案する. -つは,直訳性が高い対訳文だけを用いて知識を輯

築する対訳コ-パスのフイルタリング法である.もう-つ喜も対訳文を直訳部と意

訳部に分割し,そこから生成される規則に異なる-般化を適用した,分割構築であ

る.これにより,釣8.6%の文について翻訳晶質を改善することができた,

第3の課嶺に対するもう-つのアプロ-チは,潮訳知識獲得の後処理による.冗

長な規則による問題に対して,翻訳品質の自動評価を利用した翻訳規則の取捨選択

法(:フイ-ドバッタクリ-ニング)を授案する.この方法では,自動評価が出カする

スコアを目標関数健と見なし,これを最大化するように規則の取捨選択を行う.自

動評価方法にはBLEUを用い,最適化法には山登り法を用いた.訓練コ-パスのみ

でタ7)-ニングを行うた郎こ,さらに本論文ではN分割交差クジ-ニングを提案す

る.その結果,従来の後処理法に比べ,細訳晶質を太幅に改善することができた.



(諭文審査鎗果の要旨き

平成16年4月23日に開催した公聴会の結果を参考に,平成16年5月27日に本

博士論文の審査を行った.以下のとおり,本博士論文は,提案者が独立した研究者

として,研究活動を綻けていくための十分な素養を傭えていることを示すものと認

める.

今柑賢治をも本博士論文において,コ-パスべ-ス機械翻訳のための翻訳知識

自軌凍得方法と賓得された観則のフイルタリングのための手法をを提案し‡実用的

コ-パスべ-ス機械潮訳の全体設計を可能にする方法論を確立した.本論文の賞蔽

は, ££下のようにまとめることができる.

1.対訳コ-パスの対訳文の統語構造を用いた階層的句アラインメント法という

新しい葡訳渡則抽出法を軽案した.この方法は,完全な統語輯造を得ることが

できなくても部分木による翻訳艶則を抽出することができ士碇来事法より多く

の翻訳規則を得ることができる点が優れている.

2.抽出された翻訳規則を変換に基づく機械翻訳システムの翻訳規則として親み

込み,その翻訳晶質を評価することにより,抽出された塊則の間題点を客観的

に論じた.これによって発見された冗長規則を排除することにより,翻訳性能

の向上の可能性があることを示した.

3.ここまでの結果を受けて,自動抽出された翻訳規則から冗長な規則を排除す

るた軌2つの方法を提案した. -つ妄も前処理として翻訳規則から冗長なも

のを取り除く草法であり,娩則の直訳性という概念を定義して,その定義に反

する規則を取り除くことにより,潮訳性能を向上させた.もう-つの方法は,

抽出された潮訳規則を実際の翻訳に実装することによって具体的な例文を細訳

きせ,絃果を自動評価することにより,翻訳の性能を下げる翻訳規則を発見し

て取り除く手法である.特に,誹練デ-タのみを用いてこの手法を実環するた

軌フイ-ドパッタタリ-ニングという新しい手法を提案した.

以上のように,対訳コ-パスからの細訳知識の自動獲孝乳およぴ,それを実際の

機械潮訳システムに組み込む際の間題点を括摘し,冗長な潮訳規則の自動同定の手

法を提案することによって案用的なコ-パスベ-ス機械翻訳技術の実現を達成した

本研究は,独創性が高く,しかも実用的であり,自然言語処理の分野において高い

貫献があると評価する.

よって,本論文は,博士(工学)の学位論文として価倍あるものと認める.


